
(57)【要約】

【課題】冷間帯板を改善された品質で特に高い表面品質

で弾性的にかつ可塑的に延伸することができる、延伸矯

正する方法と装置を提供する。

【解決手段】冷間帯板（２） が制動ローラ集合体（３

） と引張りローラ集合体（４） を通過しかつ両方のロ

ーラ集合体の間でその引き伸ばし過程中延伸張力を受け

る方法において、制動ローラ集合体と引張りローラ集合

体の間に配置された高引張りローラ集合体（５） で延

伸度を増大させるために帯板に張力の下で曲げを加える

。その上、制動ローラ集合体と引張りローラ集合体の間

に設けられた高引張りローラ集合体は、帯板張力と曲げ

を発生させるために配置された少なくとも２つの引張り

ローラ（８ａ，８ｂ；９ａ，９ｂ） を有する。この場

合、延伸度は、個々の延伸度の分配ができるように調整

される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
冷 間 帯 板 を 矯 正 す る 方 法 で あ っ て 、 帯 板 が 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 を 通 過
し か つ 両 方 の ロ ー ラ 集 合 体 の 間 で そ の 引 き 伸 ば し の 過 程 中 延 伸 張 力 を 受 け る 方 法 に お い て
、
制 動 ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ） と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ４ ， ４ ０ ） の 間 に 配 置 さ れ た 高 引
張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） で 延 伸 度 を 増 大 さ せ る た め に 帯 板 に 張 力 の 下 で 曲 げ を 加 え る こ と
を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） で 延 伸 張 力 の 主 要 部 分 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
帯 板 が 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） で 交 互 の 曲 げ を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た
は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
帯 板 の 乗 り 上 げ 点 ま た は 送 出 し 点 （ １ ２ ； １ １ ） の 帯 板 張 力 と 曲 げ を 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合
体 （ ５ ） の 個 々 の ロ ー ラ （ ８ ａ ， ８ ｂ ； ９ ａ ， ９ ｂ ） に 重 畳 さ せ る こ と に よ り 帯 板 （ ２ ）
を 可 塑 的 に 伸 ば す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
帯 板 （ ２ ） を 、 個 々 の ロ ー ラ の そ れ ぞ れ の 送 出 し 点 と 乗 り 上 げ 点 （ １ １ ， １ ２ ） の 間 の 短
い 弛 み 長 さ （ １ ０ ） で 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） を 通 し て 導 く こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 を 実 施 す る た め
の 装 置 に お い て 、
制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ； ４ ， ４ ０ ） の 間 に 設 け ら れ た 高 引 張
り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） が 、 帯 板 張 力 と 曲 げ を 発 生 さ せ る た め に 配 置 さ れ た 少 な く と も ２ つ
の 引 張 り ロ ー ラ （ ８ ａ ， ８ ｂ ； ９ ａ ， ９ ｂ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） は 、 帯 板 張 力 と 交 互 の 曲 げ を 発 生 さ せ る た め に 配 置 さ れ た ４
っ つ の 引 張 り ロ ー ラ （ ８ ａ ， ８ ｂ ； ９ ａ ， ９ ｂ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） の 引 張 り ロ ー ラ は 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体
（ ３ ， ３ ０ ； ４ ， ４ ０ ） の ロ ー ラ （ ６ ， ７ ） と 異 な る 直 径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
少 な く と も 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） の 内 側 引 張 り ロ ー ラ （ ８ ａ ， ９ ａ ） が 制 動 ロ ー ラ
集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ； ４ ， ４ ０ ） に 対 し て 一 層 小 さ い 直 径 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
延 伸 矯 正 装 置 に 配 置 さ れ た 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 を 有 す る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 方 法 ま た は 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 に お け る 延 伸 度 の 調 整 に お い て 、
制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ； ４ ， ４ ０ ） の 間 に 配 置 さ れ た 高 引 張
り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） で 、 個 々 の 高 引 張 り ロ ー ラ の 乗 り 上 げ 点 と 送 出 し 点 （ １ １ ， １ ２ ）
の 個 々 の 延 伸 度 を 合 計 し て １ つ の 総 計 延 伸 度 に し 、 そ れ に 加 え て 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （
５ ） の 外 の 延 伸 度 を 、 そ れ ぞ れ 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ； ４ ，
４ ０ ） の 、 張 力 を 生 じ か つ 矯 正 す る ロ ー ラ ま た は 矯 正 し か つ 張 力 を 減 少 さ せ る ロ ー ラ の 間
で 読 み 取 り そ し て 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） の 高 引 張 り ロ ー ラ （ ８ ａ ， ８ ｂ ； ９ ａ ， ９
ｂ ） の ト ル ク に 還 元 す る こ と を 特 徴 と す る 延 伸 度 の 調 整 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 冷 間 帯 板 が 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 を 通 過 し か つ 両 方 の ロ ー ラ
集 合 体 の 間 で そ の 引 き 伸 ば し 過 程 中 延 伸 張 力 を 受 け る よ う に な っ て い る 、 冷 間 帯 板 を 延 伸
矯 正 す る 方 法 と 装 置 に 関 し 、 な ら び に 延 伸 度 の 調 整 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
欧 州 改 良 特 許 第 ０ ３ ９ ３ ３ ０ １ 号 明 細 書 に よ り 、 ０ ． ０ ５  ｍ ｍ  と ０ ． ５  ｍ ｍ の 間 の 帯
板 厚 さ を 有 す る 金 属 帯 板 を 、 特 に 鋼 、 ア ル ミ ニ ュ ウ ム ま た は 同 様 な 金 属 か ら な る 帯 板 を 連
続 的 に 引 き 伸 ば す 方 法 が 知 ら れ て い る 。 そ の 方 法 で は 、 延 伸 矯 正 す べ き 帯 板 が 制 動 ロ ー ラ
集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 を 通 過 し か つ そ の 引 き 伸 ば し の 過 程 中 両 方 の ロ ー ラ 集 合 体 の
間 で 可 塑 化 領 域 で 、 帯 板 材 料 の 延 伸 度 に 一 致 す る か ま た は こ の 延 伸 度 を わ ず か に 越 え る 延
伸 張 力 を 受 け る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
可 塑 的 な 引 き 伸 ば し の と き に 生 ず る 帯 板 横 方 向 変 化 を 最 小 に 減 少 さ せ 、 か つ そ れ と と も に
中 央 へ こ み の 形 成 な ら び に 帯 板 幅 に わ た っ て 不 均 一 に 分 配 さ れ た 残 留 応 力 の 形 成 を ほ と ん
ど 除 去 で き る よ う に す る た め に 、 こ の 延 伸 矯 正 装 置 は 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集
合 体 の 間 に 引 き 伸 ば し ロ ー ラ 対 を 有 す る の で 、 帯 板 が 追 加 の 延 伸 張 力 で 重 畳 さ れ 、 そ の 延
伸 張 力 に よ り 可 塑 化 領 域 で 引 き 伸 ば し が 実 現 さ れ る 。 こ の と き 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張
り ロ ー ラ 集 合 体 の ロ ー ラ に 比 較 的 高 い 延 伸 張 力 割 分 が か か る の に 、 引 き 伸 ば し ロ ー ラ 対 で
は 延 伸 張 力 の ほ ぼ ５ ～ ２ ５ ％ し か 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 延 伸 矯 正 す べ き 、 赤 熱 さ れ た 、 腐 食 材 で 処 理 さ れ た そ し て 場 合 に よ っ て は 調 質
圧 延 さ れ た 冷 間 帯 板 を 、 改 善 さ れ た 品 質 で 特 に 高 い 表 面 品 質 で 弾 性 的 に か つ 可 塑 的 に 延 伸
す る こ と が で き る 、 冒 頭 に 述 べ た 方 法 な ら び に そ の 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 お よ び そ の
他 延 伸 度 の 調 整 を 提 供 す る こ と を 課 題 の 基 礎 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 課 題 は 、 本 発 明 に よ る 方 法 で 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の 間 に 配 置 さ
れ た 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 で 延 伸 度 を 増 大 さ せ る た め に 帯 板 に 張 力 の 下 で 曲 げ を 加 え る こ
と に よ り 解 決 さ れ る 。 こ の た め に 、 特 に 好 都 合 な 手 段 で は 、 帯 板 に 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体
で 交 互 の 曲 げ を 加 え る よ う に す る 。 こ れ と 共 に 、 帯 板 の 曲 げ に 張 力 を 重 畳 す る と 、 そ の 結
果 と し て 生 ず る 延 伸 度 が 一 層 大 き く な り か つ  ０ ． ５  ｍ ｍ  以 上 の 板 厚 の 、 な か ん ず く 特
殊 鋼 か ら な る 帯 板 も 、 高 い 表 面 品 質 で 優 れ て い る 材 料 か ら な る よ う な 帯 板 も ま た 、 達 成 可
能 な 平 坦 度 の 増 大 お よ び 残 留 応 力 状 態 の 減 少 と 共 に 延 伸 矯 正 で き る と い う よ う に 認 識 が 変
わ る 。 そ れ と 同 時 に 、 延 伸 矯 正 さ れ た 金 属 帯 板 の 表 面 の 美 し い 形 状 と 表 面 の 滑 ら か さ が 改
善 さ れ る 。 そ の ま ま 残 っ て い る 延 伸 度 が 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 に 分 配 さ
れ る 間 に 、 本 発 明 に よ り 延 伸 張 力 の 主 要 割 分 を 発 生 さ せ る 、 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 に お け
る 交 互 の 曲 げ を 伴 う 運 転 方 式 は 、 延 伸 度 を さ ら に 増 大 さ せ る の に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 提 案 に よ れ ば 、 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の 個 々 の ロ ー ラ へ の 帯 板 の 乗 り 上 げ 点 ま た
は 送 出 し 点 の 帯 板 張 力 と 曲 げ を 重 畳 さ せ る こ と に よ り 可 塑 的 に 伸 ば さ れ る 。 こ れ に よ り 、
高 張 力 部 分 に お け る 曲 げ の 点 対 称 な 構 成 を 、 特 に ロ ー ラ の 間 の 純 粋 な 張 力 に よ り 引 き 伸 ば
す こ と が で き な い 一 層 厚 い 帯 板 の 場 合 に 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
別 の 有 利 な 手 段 に よ れ ば 、 帯 板 が 個 々 の ロ ー ラ の そ れ ぞ れ の 送 出 し 点 と 乗 り 上 げ 点 の 間 の
短 い 弛 み 長 さ で 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 を 通 っ て 導 か れ る 。 帯 板 走 行 中 前 後 に 連 続 す る ２ つ
の ロ ー ラ の 間 の 帯 板 の 自 由 な 、 案 内 さ れ て い な い 長 さ で あ る と 解 さ れ る こ の 短 い 弛 み 長 さ
に よ り 、 帯 板 走 行 が 改 善 さ れ か つ 縦 し わ を 形 成 す る 帯 板 の 傾 向 が 減 少 す る 。 短 い 弛 み 長 さ
は 例 え ば 、 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の 、 巻 き つ き 方 向 ま た は 帯 板 走 行 方 向 に 見 て 前 後 に 連 続
す る ロ ー ラ が 、 通 例 の Ｓ 形 ロ ー ラ 配 置 の 場 合 の 間 隔 よ り も 互 い に 一 層 わ ず か な 間 隔 を 有 す
る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
設 定 さ れ た 課 題 は 、 本 発 明 に よ り 、 装 置 に お い て 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合
体 の 間 に 設 け ら れ た 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 が 、 帯 板 張 力 と 曲 げ を 発 生 さ せ る た め に 配 置 さ
れ た 少 な く と も ２ つ の 、 特 に 好 都 合 な 実 施 の 形 態 で は ４ つ の 引 張 り ロ ー ラ を 有 す る こ と に
よ り 解 決 さ れ る 。 こ の Ｓ 字 形 に 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 に 一 体 化 さ れ た 高 引 張 り ロ ー ラ は 、
慣 用 の 延 伸 矯 正 に 対 し て 曲 げ カ セ ッ ト や 調 整 シ ス テ ム を も は や 必 要 と し な い 。 そ の 上 、 高
引 張 り ロ ー ラ は 同 時 に 、 帯 板 の 曲 げ と 張 力 の 重 畳 に よ り 所 望 の 高 さ の 延 伸 度 を 生 じ 、 そ の
際 さ ら に ４ つ の ロ ー ラ を 有 す る 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 に よ り 交 互 の 曲 げ が 配 慮 さ れ か つ な
お 一 度 拡 大 さ れ た 延 伸 度 が 高 張 力 領 域 に も た ら さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ り 、 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の 引 張 り ロ ー ラ が 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と
引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の ロ ー ラ と 異 な る 直 径 を 有 す る よ う に す る 。 ロ ー ラ 直 径 の 変 更 に よ り
、 ね ら っ て 調 整 さ れ た 速 度 差 に 基 づ い て 帯 板 の 可 塑 化 に 影 響 を 与 え か つ そ れ と 共 に 達 成 可
能 な ま た は 調 整 可 能 な 延 伸 度 に 影 響 を 与 え る こ と が で き る 。 ４ つ の ロ ー ラ を 有 す る 高 引 張
り ロ ー ラ 集 合 体 で は 、 内 側 の 両 方 の 引 張 り ロ ー ラ の み か ま た は す べ て の ４ つ の ロ ー ラ を 、
残 り の ロ ー ラ 、 す な わ ち 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の ロ ー ラ か ら 外 れ る ロ ー
ラ 直 径 に す る こ と が で き る 。 こ の 高 引 張 り ロ ー ラ が 他 の ロ ー ラ に 対 し て 一 層 小 さ い 直 径 を
有 す る 場 合 に 、 直 径 が 一 層 小 さ く な る と 共 に 、 そ れ だ け 一 層 大 き く な る 延 伸 度 を 、 帯 板 の
曲 げ に 張 力 を 重 畳 さ せ て 達 成 す る こ と が で き る 。 そ の 限 度 は 、 帯 板 表 面 に 損 傷 が 起 こ り 得
る 所 に 存 在 す る 。 非 常 に 敏 感 な 帯 板 表 面 で は 、 ど ち ら か と 言 え ば 大 き い 方 の ロ ー ラ 直 径 、
例 え ば ８ ０ ０  ～ １ ５ ０ ０  ｍ ｍ  の ロ ー ラ 直 径 の と き に 最 小 の 影 響 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
最 後 に 、 延 伸 度 の 調 整 を 提 案 す る が 、 そ れ は 本 発 明 に よ り 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ
ー ラ 集 合 体 の 間 に 配 置 さ れ た 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 で 、 個 々 の 高 引 張 り ロ ー ラ の 乗 り 上 げ
点 と 送 出 し 点 に お け る 個 々 の 延 伸 度 を 合 計 し て １ つ の 総 計 延 伸 度 に し 、 そ の 上 高 引 張 り ロ
ー ラ 集 合 体 の 外 の 延 伸 度 を 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の 、 そ れ ぞ れ 張 力 を
生 じ か つ 矯 正 す る ロ ー ラ ま た は 矯 正 し か つ 張 力 を 減 少 さ せ る ロ ー ラ の 間 で 読 み 取 り そ し て
高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の 高 引 張 り ロ ー ラ の ト ル ク に 還 元 す る 。 そ れ 故 、 も は や ロ ー ラ の 間
に 、 最 終 的 に ２ 本 の ロ ー ラ の 後 ろ に 要 求 さ れ る 延 伸 度 を 生 じ る 速 度 差 は 必 要 で な く 、 そ れ
ど こ ろ か こ の 調 整 で 個 々 の 延 伸 度 の 有 意 な 分 配 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の さ ら な る 細 部 と 利 点 は 図 面 に 示 し た 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 次 の 記 載 か ら 明 ら か に
な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
特 に ０ ， ５  ｍ ｍ 　 以 上 の 厚 さ を 有 す る 特 殊 鋼 帯 板 ２ を 延 伸 矯 正 す る た め の 装 置 １ は 、 図
１ に よ れ ば 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 ３ と 、 － 矢 印 に よ り 特 徴 づ け ら れ る 帯 板 走 行 方 向 に 見 て そ
れ に 引 き 続 い て － 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ５ と 、 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ４ と か ら な る 。 制 動 ロ
ー ラ 集 合 体 ３ は ４ 本 の ロ ー ラ ６ で 形 成 さ れ か つ 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ４ は ４ 本 の ロ ー ラ ７ で
形 成 さ れ 、 こ れ ら の ロ ー ラ は そ れ ぞ れ 対 を な し て Ｓ 字 形 に 配 置 さ れ て い る 。 同 様 に 、 高 引
張 り ロ ー ラ 集 合 体 ５ は ４ 本 の ロ ー ラ を 有 し 、 こ れ ら の ロ ー ラ も 同 様 に 対 を な し て Ｓ 字 形 に
配 置 さ れ 、 す な わ ち そ れ ぞ れ 内 側 引 張 り ロ ー ラ ８ ａ ま た は ９ ａ お よ び そ れ ぞ れ 補 完 的 な ロ
ー ラ ８ ｂ ま た は ９ ｂ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 方 の ロ ー ラ 対 ８ ａ 、 ８ ｂ お よ び 下 方 の ロ ー ラ 対 ９ ａ 、 ９ ｂ は 一 方 で は 個 々 の ロ ー ラ に 関
し て 互 い に か つ 他 方 で は ロ ー ラ 対 か ら ロ ー ラ 対 ま で で き る だ け わ ず か な 間 隔 を 置 い て 配 置
さ れ て い る 。 そ れ と 共 に 、 そ れ ぞ れ 帯 板 走 行 方 向 で 見 て 先 行 す る ロ ー ラ の 送 出 し 点 １ １ と
帯 板 走 行 方 向 に 見 て 後 に 続 く ロ ー ラ ま で の 間 で 定 義 さ れ る 短 い 弛 み 長 さ １ ０ が 達 成 さ れ 、
そ れ に よ り 帯 板 の 走 行 が 改 善 さ れ か つ 縦 し わ （ タ オ ル 効 果 ） の 形 成 が 避 け ら れ る 。 高 引 張
り ロ ー ラ 集 合 体 ５ の 帯 板 ２ は 交 互 の 曲 げ を － ロ ー ラ 対 が １ つ し か な い と き に は 必 ず １ つ の
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曲 げ － を 受 け る の で 、 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ５ で は 、 張 力 の 下 で の 帯 板 の 曲 げ に よ り 増 大
し た 延 伸 度 が 生 ず る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 場 合 、 帯 板 ２ の 曲 げ を 基 礎 と し て 張 力 を 重 畳 さ せ た 結 果 生 ず る 延 伸 度 は 、 ロ ー ラ の 直
径 が 小 さ け れ ば 小 さ い ほ ど そ れ だ け 一 層 大 き く な る 。 そ の 限 界 は 、 小 さ い ロ ー ラ 直 径 が 敏
感 な 帯 板 表 面 に 不 利 に 影 響 を 及 ぼ す 所 に あ る 。 な ぜ な ら 、 例 え ば ８ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ ｍ ｍ の
、 ど ち ら か と 言 え ば 大 き い 方 の ロ ー ラ 直 径 が そ の 影 響 を 減 少 さ せ る か ら で あ る 。 た と え い
か に ロ ー ラ 直 径 を 選 択 し よ う と も 、 必 ず ロ ー ラ ８ ａ 、 ８ ｂ ま た は ９ ａ ， ９ ｂ の 乗 り 上 げ 点
ま た は 送 出 し 点 １ １ ， １ ２ に お け る 帯 板 張 力 と 曲 げ の 重 畳 に よ り 帯 板 １ の 可 塑 的 な 伸 び が
生 じ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ に 示 し た 、 帯 板 ２ の 延 伸 度 を 調 整 す る た め の 調 整 模 式 図 に お い て 、 前 述 し た 例 の よ う
に 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 ３ ０ と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ４ ０ の 間 に 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ５ が 配
置 さ れ て い る 。 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 お よ び 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ３ ０ ま た は ４ ０ は 、 こ の 場 合
た し か に 、 ロ ー ラ ６ ま た は ７ に よ り 形 成 さ れ た ロ ー ラ 対 か ら の み な る が 、 し か し な が ら 高
引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ５ の ロ ー ラ 配 置 で は 、 さ ら に 一 方 で は 短 い 弛 み 長 さ １ ０ が 配 慮 さ れ か
つ 他 方 で は 張 力 を 重 畳 し た 曲 げ に よ り 生 ず る 高 い 延 伸 度 が も た ら さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 示 の 調 整 模 式 図 に よ れ ば 、 延 伸 度 は 、 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ５ に お け る ロ ー ラ の 乗 り 上
げ 点 と 送 出 し 点 １ ２ ま た は １ １ の 個 々 の 延 伸 度 の 相 互 の 影 響 に よ り １ つ の 総 計 延 伸 度 に 合
計 す る こ と が で き る 。 個 々 の ト ル ク の 適 切 な 予 想 制 御 と 調 整 で 目 標 延 伸 度 が 達 成 さ れ る 。
延 伸 度 は 、 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ５ の 外 で は 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ３
０ ま た は ４ ０ の 、 張 力 を 生 じ か つ 矯 正 す る ロ ー ラ ま た は 矯 正 し か つ 張 力 を 減 少 さ せ る ロ ー
ラ の 間 で 読 み 取 ら れ 、 そ し て 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 ５ の ロ ー ラ の ト ル ク に 還 元 さ れ る 。 そ
れ と 共 に 、 個 々 の 延 伸 度 の 有 効 な 分 配 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 中 間 接 続 さ れ た 高 張 力 部 分 を 有 す る 延 伸 矯 正 装 置 の 実 施 の 形 態 を 示 す 概 略 側 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 個 々 の 延 伸 度 の 分 配 で 延 伸 度 を 調 整 す る た め の 調 整 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 帯 板
３ ， ３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 制 動 ロ ー ラ 集 合 体
４ ， ４ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 の ロ ー ラ
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の ロ ー ラ
８ ａ ， ８ ｂ ； ９ ａ ， ９ ｂ 　 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の ロ ー ラ
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 帯 板 の 送 出 し 点
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 帯 板 の 乗 り 上 げ 点
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【 図 ２ 】

(6) JP 2004-506517 A 2004.3.4



【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 9月 28日 (2002.9.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 冷 間 帯 板 を 延 伸 矯 正 す る た め の 方 法 と 装 置
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
冷 間 帯 板 （ ２ ） を 矯 正 す る 方 法 で あ っ て 、 帯 板 が 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ） と 引 張 り
ロ ー ラ 集 合 体 （ ４ ， ４ ０ ） を 通 過 し か つ 両 方 の ロ ー ラ 集 合 体 の 間 で そ の 引 き 伸 ば し の 過 程
中 延 伸 張 力 を 受 け 、 そ し て 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ） と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ４ ， ４
０ ） の 間 に 配 置 さ れ た 別 の ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） で 延 伸 度 を 増 大 さ せ る た め に 帯 板 に 張 力 の
下 で 曲 げ を 加 え る 方 法 に お い て 、 前 記 別 の ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） で 延 伸 張 力 の 主 要 部 分 を 発
生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
帯 板 が ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） で 交 互 の 曲 げ を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
帯 板 の 乗 り 上 げ 点 ま た は 送 出 し 点 （ １ ２ ； １ １ ） の 帯 板 張 力 と 曲 げ を ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ）
の 個 々 の ロ ー ラ （ ８ ａ ， ８ ｂ ； ９ ａ ， ９ ｂ ） に 重 畳 さ せ る こ と に よ り 帯 板 （ ２ ） を 可 塑 的
に 伸 ば す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
帯 板 （ ２ ） を 、 個 々 の ロ ー ラ の そ れ ぞ れ の 送 出 し 点 と 乗 り 上 げ 点 （ １ １ ， １ ２ ） の 間 の 短
い 弛 み 長 さ （ １ ０ ） で ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） を 通 し て 導 く こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ； ４ ， ４ ０ ） の 間 に 配 置 さ れ た 別 の ロ
ー ラ 集 合 体 （ ５ ） で 、 別 の ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） の 個 々 の ロ ー ラ の 乗 り 上 げ 点 と 送 出 し 点 （
１ １ ， １ ２ ） に お け る 個 々 の 延 伸 度 を 合 計 し て １ つ の 総 計 延 伸 度 に し 、 そ れ に 加 え て ロ ー
ラ 集 合 体 （ ５ ） の 外 の 延 伸 度 を 、 そ れ ぞ れ 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ，
３ ０ ； ４ ， ４ ０ ） の 、 張 力 を 生 じ か つ 矯 正 す る ロ ー ラ ま た は 矯 正 し か つ 張 力 を 減 少 さ せ る
ロ ー ラ の 間 で 読 み 取 り そ し て 別 の ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） の ロ ー ラ （ ８ ａ ， ８ ｂ ； ９ ａ ， ９ ｂ
） の ト ル ク に 還 元 す る よ う に 延 伸 度 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ； ４ ， ４ ０ ） を 有 し 、 そ の 際 制 動 ロ ー
ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ； ４ ， ４ ０ ） の 間 に 設 け ら れ た 別 の ロ ー ラ 集 合
体 （ ５ ） が 、 帯 板 張 力 と 曲 げ を 発 生 さ せ る た め に ２ つ の 引 張 り ロ ー ラ （ ８ ａ ， ８ ｂ ； ９ ａ
， ９ ｂ ） を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 に お い て 、 ロ ー ラ 集 合 体 （
５ ） は 、 帯 板 張 力 と 交 互 の 曲 げ を 発 生 さ せ る た め に 配 置 さ れ た ４ つ の 引 張 り ロ ー ラ （ ８ ａ
， ８ ｂ ； ９ ａ ， ９ ｂ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） の 引 張 り ロ ー ラ は 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３
０ ； ４ ， ４ ０ ） の ロ ー ラ （ ６ ， ７ ） と 異 な る 直 径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記
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載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
少 な く と も ロ ー ラ 集 合 体 （ ５ ） の 内 側 引 張 り ロ ー ラ （ ８ ａ ， ９ ａ ） が 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と
引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 （ ３ ， ３ ０ ； ４ ， ４ ０ ） の ロ ー ラ に 対 し て 一 層 小 さ い 直 径 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 独 立 請 求 項 に 記 載 さ れ た 特 徴 を 有 す る 、 冷 間 帯 板 を 延 伸 矯 正 す る 方 法 と 装 置 に
関 す る 。 そ の よ う な 方 法 と そ の よ う な 延 伸 曲 げ 装 置 は 米 国 特 許 明 細 書 第 ５ ７ ０ ４ ２ ３ ７ 号
か ら 公 知 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
さ ら に 、 欧 州 改 良 特 許 第 ０ ３ ９ ３ ３ ０ １ 号 明 細 書 に よ り 、 ０ ． ０ ５  ｍ ｍ  と ０ ． ５  ｍ ｍ
の 間 の 帯 板 厚 さ を 有 す る 金 属 帯 板 を 、 特 に 鋼 、 ア ル ミ ニ ュ ウ ム ま た は 同 様 な 金 属 か ら な る
帯 板 を 連 続 的 に 引 き 伸 ば す 方 法 が 知 ら れ て い る 。 そ の 方 法 で は 、 延 伸 矯 正 す べ き 帯 板 が 制
動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 を 通 過 し か つ そ の 引 き 伸 ば し の 過 程 中 両 方 の ロ ー ラ
集 合 体 の 間 で 可 塑 化 領 域 で 、 帯 板 材 料 の 延 伸 度 に 一 致 す る か ま た は こ の 延 伸 度 を わ ず か に
越 え る 延 伸 張 力 を 受 け る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 延 伸 矯 正 す べ き 、 赤 熱 さ れ た 、 腐 食 材 で 処 理 さ れ た そ し て 場 合 に よ っ て は 調 質
圧 延 さ れ た 冷 間 帯 板 を 、 改 善 さ れ た 品 質 で 特 に 高 い 表 面 品 質 で 弾 性 的 に か つ 可 塑 的 に 延 伸
す る こ と が で き る 、 冒 頭 に 述 べ た 方 法 な ら び に そ の 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 を 提 供 す る
こ と を 課 題 の 基 礎 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 課 題 は 、 本 発 明 に よ る 方 法 で は 、 別 の ロ ー ラ 集 合 体 で 延 伸 張 力 を 発 生 さ せ る こ と に よ
り 解 決 さ れ る 。 こ の た め に 、 特 に 好 都 合 な 手 段 で は 、 帯 板 に ロ ー ラ 集 合 体 で 交 互 の 曲 げ を
加 え る よ う に す る 。 こ れ と 共 に 、 帯 板 の 曲 げ に 張 力 を 重 畳 す る と 、 そ の 結 果 と し て 生 ず る
延 伸 度 が 一 層 大 き く な り か つ  ０ ． ５  ｍ ｍ  以 上 の 板 厚 の 、 な か ん ず く 特 殊 鋼 か ら な る 帯
板 も 、 高 い 表 面 品 質 で 優 れ て い る 材 料 か ら な る よ う な 帯 板 も ま た 、 達 成 可 能 な 平 坦 度 の 増
大 お よ び 残 留 応 力 状 態 の 減 少 と 共 に 延 伸 矯 正 で き る と い う よ う に 認 識 が 変 わ る 。 そ れ と 同
時 に 、 延 伸 矯 正 さ れ た 金 属 帯 板 の 表 面 の 美 し い 形 状 と 表 面 の 滑 ら か さ が 改 善 さ れ る 。 そ の
ま ま 残 っ て い る 延 伸 度 が 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 に 分 配 さ れ る 間 に 、 本 発
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明 に よ り 延 伸 張 力 の 主 要 割 分 を 発 生 さ せ る 、 別 の ロ ー ラ 集 合 体 に お け る 交 互 の 曲 げ を 伴 う
運 転 方 式 は 、 延 伸 度 を さ ら に 増 大 さ せ る の に 寄 与 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 提 案 に よ れ ば 、 高 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の 個 々 の ロ ー ラ へ の 帯 板 の 乗 り 上 げ 点 ま た
は 送 出 し 点 の 帯 板 張 力 と 曲 げ を 重 畳 さ せ る こ と に よ り 可 塑 的 に 伸 ば さ れ る 。 こ れ に よ り 、
別 の ロ ー ラ 集 合 体 に お け る 曲 げ の 点 対 称 な 構 成 を 、 特 に ロ ー ラ の 間 の 純 粋 な 張 力 に よ り 引
き 伸 ば す こ と が で き な い 一 層 厚 い 帯 板 の 場 合 に 達 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
別 の 有 利 な 手 段 に よ れ ば 、 帯 板 が 個 々 の ロ ー ラ の そ れ ぞ れ の 送 出 し 点 と 乗 り 上 げ 点 の 間 の
短 い 弛 み 長 さ で ロ ー ラ 集 合 体 を 通 っ て 導 か れ る 。 帯 板 走 行 中 前 後 に 連 続 す る ２ つ の ロ ー ラ
の 間 の 帯 板 の 自 由 な 、 案 内 さ れ て い な い 長 さ で あ る と 解 さ れ る こ の 短 い 弛 み 長 さ に よ り 、
帯 板 走 行 が 改 善 さ れ か つ 縦 し わ を 形 成 す る 帯 板 の 傾 向 が 減 少 す る 。 短 い 弛 み 長 さ は 例 え ば
、 ロ ー ラ 集 合 体 の 、 巻 き つ き 方 向 ま た は 帯 板 走 行 方 向 に 見 て 前 後 に 連 続 す る ロ ー ラ が 、 通
例 の Ｓ 形 ロ ー ラ 配 置 の 場 合 の 間 隔 よ り も 互 い に 一 層 わ ず か な 間 隔 を 有 す る 。
最 も 好 都 合 な 手 段 で は 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の 間 に 配 置 さ れ た 別 の ロ
ー ラ 集 合 体 で 、 個 々 の ロ ー ラ の 乗 り 上 げ 点 と 送 出 し 点 に お け る 個 々 の 延 伸 度 を 合 計 し て １
つ の 総 計 延 伸 度 に し 、 そ の 上 前 記 ロ ー ラ 集 合 体 の 外 の 延 伸 度 を 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張
り ロ ー ラ 集 合 体 の 、 そ れ ぞ れ 張 力 を 生 じ か つ 矯 正 す る ロ ー ラ ま た は 矯 正 し か つ 張 力 を 減 少
さ せ る ロ ー ラ の 間 で 読 み 取 り そ し て 別 の ロ ー ラ 集 合 体 の ロ ー ラ の ト ル ク に 還 元 す る よ う に
延 伸 度 を 調 整 す る 。 そ れ 故 、 も は や ロ ー ラ の 間 に 、 最 終 的 に ２ 本 の ロ ー ラ の 後 ろ に 要 求 さ
れ る 延 伸 度 を 生 じ る 速 度 差 は 必 要 で な く 、 そ れ ど こ ろ か こ の 調 整 で 個 々 の 延 伸 度 の 有 意 な
分 配 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
設 定 さ れ た 課 題 は 、 本 発 明 に よ り 、 装 置 に お い て 、 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合
体 の 間 に 設 け ら れ た 別 の ロ ー ラ 集 合 体 が 、 帯 板 張 力 と 曲 げ を 発 生 さ せ る た め に 配 置 さ れ た
４ つ の 引 張 り ロ ー ラ を 有 す る こ と に よ り 解 決 さ れ る 。 こ の Ｓ 字 形 に ロ ー ラ 集 合 体 に 一 体 化
さ れ た ロ ー ラ は 、 慣 用 の 延 伸 矯 正 に 対 し て 曲 げ カ セ ッ ト や 調 整 シ ス テ ム を も は や 必 要 と し
な い 。 そ の 上 、 前 記 ロ ー ラ は 同 時 に 、 帯 板 の 曲 げ と 張 力 の 重 畳 に よ り 所 望 の 高 さ の 延 伸 度
を 生 じ 、 そ の 際 さ ら に ４ つ の ロ ー ラ を 有 す る ロ ー ラ 集 合 体 に よ り 交 互 の 曲 げ が 配 慮 さ れ か
つ な お 一 度 拡 大 さ れ た 延 伸 度 が こ の 領 域 に 高 い 張 力 で も っ て も た ら さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ り 、 別 の ロ ー ラ 集 合 体 の 引 張 り ロ ー ラ が 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張
り ロ ー ラ 集 合 体 の ロ ー ラ と 異 な る 直 径 を 有 す る よ う に す る 。 ロ ー ラ 直 径 の 変 更 に よ り 、 ね
ら っ て 調 整 さ れ た 速 度 差 に 基 づ い て 帯 板 の 可 塑 化 に 影 響 を 与 え か つ そ れ と 共 に 達 成 可 能 な
ま た は 調 整 可 能 な 延 伸 度 に 影 響 を 与 え る こ と が で き る 。 ４ つ の ロ ー ラ を 有 す る ロ ー ラ 集 合
体 で は 、 内 側 の 両 方 の 引 張 り ロ ー ラ の み か ま た は す べ て の ４ つ の ロ ー ラ を 、 残 り の ロ ー ラ
、 す な わ ち 制 動 ロ ー ラ 集 合 体 と 引 張 り ロ ー ラ 集 合 体 の ロ ー ラ か ら 外 れ る ロ ー ラ 直 径 に す る
こ と が で き る 。 こ の ロ ー ラ が 他 の ロ ー ラ に 対 し て 一 層 小 さ い 直 径 を 有 す る 場 合 に 、 直 径 が
一 層 小 さ く な る と 共 に 、 そ れ だ け 一 層 大 き く な る 延 伸 度 を 、 帯 板 の 曲 げ に 張 力 を 重 畳 さ せ
て 達 成 す る こ と が で き る 。 そ の 限 度 は 、 帯 板 表 面 に 損 傷 が 起 こ り 得 る 所 に 存 在 す る 。 非 常
に 敏 感 な 帯 板 表 面 で は 、 ど ち ら か と 言 え ば 大 き い 方 の ロ ー ラ 直 径 、 例 え ば ８ ０ ０  ～ １ ５
０ ０  ｍ ｍ  の ロ ー ラ 直 径 の と き に 最 小 の 影 響 が 生 じ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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